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Since MILLER and MONTELEONE who first described the fine structure of cells of the 

benign giant-cell tumor of bone in 195 7, there are only a few reports on the electron 

microscopic findings of this tumor. 

Histogenesis is one of the most controversial subjects in this tumor. There a:re a 

variety of views about the parent cells from which the giant-cell tumor of bone derives. 

They have been regarded by some as megakaryocytes, by some as osteoblasts, and by 

others as being of endothelial origin. 

A strong resemblance in cellular strutcure between the giant-cells and the osteoclasts 

and vigorous osteoid formation within the interior of the tumor sugg田tthat this tumor is 

of邸印usorigin. 

GESCHICKTER and COPELAND proposed a theory that the giant-cell tumor results from 

abnormal hyperplasia of osteoclasts left at the site of enchondral ossification and the multinu-

clear giant-cells arise by the fusion of a number of senile inactive stromal cells. lwASHITA 

observed a disappearance of the cell membrane at the junction of the giant-cells and the 

stromal cells. MORTON observed the fusion of two forms of cells in tissue culture. 

The auther performed an electron microscopic study on the fine structure of cells of 

benign giant-cell tumor in ten cases. The results of the present study are summarized as 

follows : 

Multinuclear giant-cell. An abundance of small mitochondria, endoplasmic reticulum 

and ribosome were seen in most multinuclear giant-cells. Particularly, an abundance of 

small mitochondria carrying most cellular oxidative enzymes in the giant-cell suggest that 

this cell has a strong cellular activity. Furthermore, vacuolization is a frequent occurrence 

to the giant-cells. Numerous vacuoles were seen in the peripheral zone of the cytoplasm 

and the cytoplasmic processes embracing the stromal cells. This fact indicates that the 

giant-cells have a secretory activity and also some influence on the stromal cells. 

Surface membranes were clearly found at the junctions of the giant-cell and the 
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stromal cell. There was no evidence to indicate that the multimuclear giant-cell arised 

by the fusion of a number of the stromal cells in all specimens examined. It may be 

thought that the giant-cells arise by amitotic division of an undifferentiated mesenchymal 

cells. 

Stromal cell. It was proved in all specimens that the stromal cell includes all kinds 

of organelles in abundance. These findings indicate very active cellular potentialities of 

the stromal cells Mhich develop into the fibrous tissue and the osteoid tissue in the course 

of growth, just as seen in osteogenic sarcoma. 

From these findings, it can be assumed that, in the monistic conception, the benign 

giant-cell tumor derives from an undifferentiated mesenchymal cell which has a pluripo-

tential to develop into either giant-cells or undifferentiated stromal cells in the course of 

growth. 

Furthermore, it may be thought that the undifferentiated stromal cells develop either 

through the osteoblasts to osteoid tissue or through the fibroblasts to fibrous tissue. 
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骨腫療の領域lζ於ても，近年，電子顕微鏡の導入に

よる研究がなされているが，その組織由来に関しては

光学顕微鏡による研究と同様に，尚明らかにされてい

ない点が多く，未だ明確な起源は追求されていない．

骨巨細胞腫についての光学顕微鏡的研究は多数見受

けられるが，電子顕微鏡による研究は少し外国に於

ては， Miller及びMonteleonの良性骨巨細胞随lζ関す

るものの他lζ，Gusek或は Drepper及び Themann1ζ 

よる人顎エプーリス，異物肉芽腫の巨細胞についての

検討がなされているにすぎない．我国lζ於ても， i主l子

顕微鏡の導入から日も浅く，藤本， Hirota，石渡，上

野，岩下等の報告を見るにすぎない．

腫場の組織由来lζ関しては，古来，血管組織説(John-

回 n，木村， Str田be），未分化問薬組織説（Albertini,

Jaffe, Puhl），骨組織説（Russell,Stewart, Willlis）等

の諸説が挙げられているが，破骨細胞に近似する巨細

胞の存在，類骨形成等lとより骨組織由来のものとする

説が大勢をなしているように思われる．

巨細胞の起源lζ関しては，破骨細胞が骨芽細胞の融

合によって生ずるとする説が多いと同様に， 基質細胞

次

3 動脈内挿管法による抗癌剤投与後の組織像

W 考按

1 文献的考察
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V 結語

の融合によって生ずる事を間接的lζ推定する議論が多

く見られる．電子顕微鏡による骨巨細胞腫の研究lζ於

ても，直接的に融合を証明した文献は見当らないが，

巨細胞と基質細胞の細胞微細構造が類似する ζとによ

り，密接な関連あるものとして，融合説を唱えるもの

が多い．就中，岩下は巨細胞，基質細胞の閥IC細胞膜

が消失し，両者の接触部の細胞質部iζ類似した所見の

あるところより敵合説を支持している．

又，組織培養を用いた研究lζ於ても， Mortonは基

質細胞の融合により巨細胞が生じる状態を観察してい

る．阿部は培養中lζ巨細胞より単核細胞が遊離する所

見を得ている．又， 異物巨細胞の観察であるがp Ham 

は貧喰細胞の原形質突起が互いに接合癒合して巨細胞

が形成される像を呈示した．古川は溶骨性骨肉腫lζ於

ける多核巨細胞について観察した結果， ζの細胞は破

骨能を有するものではなく，何らかの原因により生じ

た反応性産物であると結論している．

しかし乍ら一方に於て Hirotaらは， 巨細胞と基質

細胞は若干の類似点はあるとしても，糸粒体，小胞体

の態度などから高度の生活能を巨細胞が有していると

い老化基質細胞の融合により巨細胞を生じるという

考え方に否定的である．
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骨巨細胞腫の研究の初期に於ては，巨細胞の特徴的

態度IC主眼点がおかれ，その破骨細胞との類似性によ

り，巨細胞の骨吸収機能，貧喰機能の検討がなされた

が，近年，巨細胞を腫蕩の主細胞とは考えず，むしろ

反応性産物とする者が多く，主眼点を基質細胞におい

て考えるようになった．光学顕微鏡的研究に於ては，

基質細胞は円形細胞及び紡錘形細胞に分類され，その

細胞の異型性，退行性の程度により，良性，悪性の区

分がなされ，悪性化すると共IC線維肉腫，骨肉腫lζ類

似する組織変化をなすものと考えられている．電子顕

微鏡的研究lζ於ても，乙の分類lζ基づいて，線維芽細

胞，組織球lζ類似性を求め，又， 2,3の型lζ分類し，

巨細胞に近縁あるものとして，基質細胞の接合，或は

融合ICよって巨細胞を生じると論ずるものもある．し

かし，一方に於て，個々の基質細胞に異同はあって

も，本質的には差異を認めず，光学的顕微鏡的な分

類，又は電子顕微鏡的lζ細分類を行なう事は難かしい

と論ずるものもあり，未解決の問題が残されている．

著者は10例の骨巨細胞腫を検討する機会lζ恵まれた

ので，巨細胞，基質細胞に関して上記の問題点を中心

IC，検討，考察を加えた．

E 検索方法

昭和39年4月より昭和41年9月まで，京都大学整形

外科及ひ’関連病院に於てえた骨巨細胞腫10例について

検索を行なった．乙の 1例はLuckの所謂巨細胞線維腫

IC相当すると恩われる．他の 9例は典型的な骨巨細胞

腫であり JaffeのI乃至E度に相当するものであった．

我キは骨腫蕩の治療に，動脈内挿管法による抗癌剤

投与を行なっているが，一部症例について Infusion前

後IC試料を採取し，その効果を検討した．

組織片採取後 l分以内lζpH7.4緩衝液の 1%及び2

%0s04液lζて固定を行ない， 10乃至15分後， 1 ll1Ill3以

下の細片とした後，氷室固定2時間を行なった．緩衝

液としてはDalton氏液及び燐酸緩衝液を用いた．動脈

内挿管による場合も，原則として腫場採取を優先して

行なったが，駆血帯を使用する場合もあるので組織の

条件を一律におくことはできなかった．試験切片採取

時には，腫場の周辺部の小片をせざるを得なかかった

が，骨切除時には，全標本のうちで最も腫蕩らしき部

分を採取し，併せてその周辺部を採取した．

組織片は採取後，型の如くエタノール上昇列，もし

くはアセトン上昇列による脱水を行ない，内田変法に

よる Epon包埋及び VestopalW 包埋を行なった後P

NoOカプセルlζて60°C恒温で重合を行なった．

切片は試料を0.5μ乃至 Iμ の厚さに切り， Toluidin-

Blue染色を行なって，組織片の細胞状態を観察し，

更にトリミングを行なった上， Leitz型ミクロトーム

で超薄切片を作製し，目立HS-6型電子顕微鏡によりp

直接倍率2,000倍乃至 l万倍拡大で観察を行なった．電

子染色は原則として行なっていない．

皿 観 察 所 見

1 多核巨細胞（図 l, 2) 

電顕的lζ巨細胞腫の多核巨細胞を観察すると，種々

の形をした核が散在する他lζ，一見して細胞質の電子

密度が高く感じられる特徴があるか， ζれは細胞質内

lζ小型糸粒体及びリボゾーム，小胞体が多数存在する

事による．

核は楕円形，多核形，星状等を呈し，切れ込みの著

明なものもあり色々な変化を示しているが，数枚の写

真を併せると 3乃至4個の核を観察する事ができる．

これらの核は，細胞質の略中央部にあるが，全体とし

てみると一方に偏よっている事が多い．核膜は明瞭な

二重構造を示しており，所により核孔が観察される．

又，外膜が拡張して小胞体と連絡しているような所見

も見られる．核質は大体lζ於て，均質な細頼1立状を呈

しており，核仁は一つの核の中lζー乃至数個認められ

るが，概ね一個で紐状構造を示す事が多い．

糸粒体は，低倍率で観察すると，短樗状及び小円形

のものが核周辺部に多数みられる．細胞突起の反対側

の細胞周辺部lζ於ても多数みられる．しかし乍ら細長

くのびた細胞突起部又は乙の突起が基質細胞をつつみ

とんでいるような部分では，糸粒体は空胞或は小胞｛本

の聞に散見出来るにすぎない．乙れを高倍率で観察す

ると，明らかな二重構造を示す膜を有し Cristaeも明

瞭に観察される．このうち短樗状のものは長径に直角

に Cristaeがのびており，円形のものは周囲より不規

則に突起を出していることからみて，小円形のものは

短得状のものの横断面と考えられる．したがって巨細

胞の糸粒体は短梓状のものが多いと推定される．しか

し，時には Cristaeが乱れを示し，膨化したと考えら

れる糸粒体も存在する．乙れらの膨化糸粒体は細胞質

辺縁部l乙多くみられるようである．糸粒体内部の基質

は均質であり，細胞基質よりも梢電子密度が高く，頼

粒状物質は含まれていない．

核周辺部及び糸粒体の多数みられる部分に於ては，

小空胞状の略円形乃至類円形の滑面小胞体が散在して
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いる事が多く，組面小胞体lζ少ない．細胞突起部又は

細胞辺縁部の一部では小胞体の数が多くなり複雑な形

態をとる．又細胞突起部では種々の小空胞状，小樽

状，不正形の小胞体が多く辺縁部にゆくに従って内腔

を拡大した小胞休が多く観察される（図3a). 

細胞質の核周辺部lζコ．ルジ氏体を見出すことがある

が，大体lζ於て発達が悪く，少数の層状配列を示し，

滑面の小空胞状のものとで構成されている．

細胞質基質lζは無数のリボゾームが散在しており，

Cの事が細胞質lζ暗い印象を与え，光学顕顕微におい

ての好塩基性に関連していると思われる．

細胞膜は基質細胞と密接に接触している部分でも，

大休明瞭に観察され，時lζ消失した感のあるものは切

線方向［ζ切れたものと思われる．乙の乙とは遊離縁の

細胞膜でも屡々観察される事である．細胞膜遊離部で

は多数の microvilliを出し，基質細胞の細胞膜とから

み合っている像も認められた．しかし乍ら何れの場合

でも，細胞膜は明勝、lζ認められ，隣接基質細胞との聞

の接合像，或は細胞膜消失による融合像などはみられ

なかった （図3b I, 

巨細胞の貧喰機能については屡々問題となる所であ

るが， 上述のような細胞突起部にみられる拡大小胞

体，空胞の内部或は細胞質中の頼粉物I'1，リポイド様

物質，濃縮物質等は認められず，発達不良なゴルジ氏

体周辺でも分泌頼粒のようなものは観察されなかっ

た．

以上を要約するに巨細胞に於ける細胞学的特徴は，

小型糸粒体が多数存在するとと．細胞質中の小胞休の

発達，特lζ細胞突起部tc於ける多数の空胞形成等lζ特

徴づけられ，巨細胞と基質細胞との接触部lζ総合像は

認められなかった．

2 2圭質細胞

(1) 幼弱細胞（図的

基質細胞は相互に密lζ接触していたり，又は遊離状

態であったりするが，細胞群の関lζ非常に明るい細胞

が見られる．即ち細胞内小器官が少なし細胞質基質

も疎造である． ζの細胞は慨ね円形乃至類円形を呈

し，細胞質突起をだす乙とが少なし細胞膜はsp.滑で

ある．

核は円形であり，多少の切れこみを有するが，平滑

な二重構造を示す核股をイjしている．又，核は細胞の

中心部にあり，細胞質に比して余り大きくない．核質

は均質な微細煩粒状であり，夜雑な紋織を呈するζと

はない．核仁は多くの細胞でみられない．

細胞質では，樗状或は小円形の糸粒体が数個散在

し，滑面小胞体が小胞状を呈して散在する．リボゾー

ムを伴った粗面小胞体は殆んど存在しないか，あって

も極く小型のものである．従って，細胞質内の乙れら

の小器官以外の基質部分は非常に疎な網目状を呈して

おり，リボ、／ームも点在しているにすぎない．

変性細胞に接している部分では，細胞膜は若干から

み合った状態で，辺縁細胞質では小胞体は珠数状lζ並

び， Pin凹 ytosisを思わせる像を呈している．

ゴル、y氏体の発達は不良であり，頼粒物質は殆んど

みられない． 時lζ 糸粒体lζ 類似する multi vesicular 

bodyを数個見る ζとができた．

乙れらの細胞は細胞自体が小型であり，細胞内小器

官が少なく，核も小型であるところから，未発達，未

分化の幼弱細胞と判断される．

(2) 成熟基質細胞（図 5, 6) 

基質細胞の大部分を占める細胞群であるが，幼弱細

胞に比して核の細胞内に占める部分が増大し，細胞質

も複雑な構造を示す．しかし乍ふ症例により ζの細

胞群も若干づっ細胞構造が異なるようである．

核は細胞質の略中央にあり，細胞質lと対して占める

割合が大きい．核膜は略平滑であるが，轡曲，切れ乙

み等を示している場合が多い．核質は細頼粒状である

が，若干疎となり，所々に集中する傾向をもち地図状

を呈するものもある．核仁は種身の形をとるが紐状構

造を示すことが多い．

糸約体は巨細胞，幼弱細胞に比して大型で，散在し

ており，不正楕円形で Cristaeの配列も乱れ，かっ膨

化傾向にあるものもある．糸粒体は余り多くなく，多

少不正形を示していることと大きさの点より巨細胞の

糸粒体とは異なっており，乙の点からも巨細胞と鑑別

できると考えられる．

小胞｛本は中等度lζ発達しており，小管状を示す粗函

小胞体が連鎖状にみられる．小嚢状lζ拡大したものも

みられる．その他，細胞全体l乙小胞状の vesiclesが散

在している．しかし症例によっては，主細胞でも粗面

小胞体が連鎖状，柵状lζ 配列しているものもみられ

る．何らかの蛋白合成能の差異か，機能上の差異があ

るものと思われる．コ・ルジ氏体はかなりの程度tC発達

しており核周辺部にみられる．とれは小管状及び小胞

状の滑而．のもので織成されているが，特tC乙の部分lζ

頼申立が集中することはなく，頼粒は少数のものが細胞

質Ff:itζ散在しているにすぎない．

細胞膜は大体lζ於て平滑で復雑な形態はとらない．
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細胞相互の聞は接触してい場合もあるが，多くの場台

無構造或は細線維状の細胞間際を有する．細胞が接触

している場合，時には一方の細胞より亜鈴状の突起が

隣接細胞内IC入っているのがみられるが，細胞膜の消

失，或は細胞質の交流像はみられなかった．

細胞内部にみられる好オスミウム頼粒は，小円形の

microbody或は高電子密度の頼粒及び結晶を有・したりP

又複雑な構造を示す lysosomeと思われるものが時に

みられる．その他IC，綿をちぎったような形をしたりp

ヲモ状を呈し内部が中空状にみえる Lipoidがみられ

る． ζの Lipo idは腫場組織個々で電子密度，形態，

分布状態が異なっているところから，腫場細胞の性質

の相違を意味していると思われる（図 8,9, 10, 12). 

細胞分裂像を見出すことは極めて少なし数個の細

胞にみられたにすぎないが，特異的な所見はみられな

かった（図9a). 

(3）特徴的細胞精造

以上述べた幼弱細胞及び成熟細胞が腫場組織の大部

分を占めているが，これらの細胞よりも更に複雑な構

造を示す細胞がみられる．

何）小胞体の著明lζ発達した細胞（図 7a) 

細胞全体が普通の基質細胞に比べて大型となり，核

は細胞質の一部を占めるにすぎない．細胞質の大多数

は著明IC発達した粗面小胞体で占められており，成熟

細胞に比べてより複雑となり，蛋白合成能のさかんな

ことを思わせる．小胞体は小型の連鎖状，小管状を呈

すものは少なく，膨化した嚢状を呈しており，内陸lζ

電子密度の高い物質が濃縮された形で認められる．こ

れらの小胞体の発達は一見して線維芽細胞及び骨芽細

胞に類似しているので，骨肉腫にみられる著明な粗面

小抱体の発達と比べると，同系統の腫蕩である ζとを

類推せしめる．

白）ゴルツ氏体及び頼粒物質（図 7b) 

成熟細胞に於ても，リポイド物質及び頼粒物質がオ

ス1ウムIC濃染されてみられるが，著明l乙ゴルジ氏休

が発達して，乙の周囲lζ頼粒物質が集中しp分泌作用p

蓄積作用を現わしているような細胞がみられる．乙の

細胞もかなり大型であるが，機能については不明であ

る．

穎粒物質は略円形を示し，種々の電子密度を呈して

いる．基質は略均質で外層は白子密度高く，所謂Core

であり，馬蹄形で一方lζ開いているものもある．又，

中央部ICNucleoidと恩われる構造を示すものもある．

(c) リポイド（図 8a, 9) 

頼粒物質以外lζ細胞質中lζ屯子密度の高いものはリ

ポイドであるが，乙れらは細胞質中lζ全く atrandom 

lζ分布しているようである．形態は各症例によって異

なり，不正形で綿をちぎった形で高電子密度のもの，

クモ状で周囲が電子密度高く内腔の明るいもの，又星

状形で骨肉腫症例のリポイドl乙類似するのなど種々で

ある．この形態の差は腫場個々の脂質成分の差による

ものと思われる. ［侍lと細胞質全体lζ リポイドが充満

し，他の有形成分の殆んど見られない細胞もあるが，

乙れは貧喰というよりも変性現象と理解される．

(d) 細胞内奥物，封入体（図 8b)

細胞質内には時lこ貧喰頼粒というべき頼粒がみられ

る．これは糸粒体，穎粒物質などの数倍の大きさを持

ち，一層の限界膜で包まれている．内陸は筒状のも

の， ミエリン様構造のもの， ミトコンドリアのCristae

様のもの，又，高電子密度の結晶を含むものなど複雑

な構造を示している．又，時IC細胞質内lζ赤血球貧喰

像もみられる．しかし，乙れらは細胞質中lζ数個みら

れるのみで，この細胞が変性傾向を示しているとは思

われず，貧喰頼粒とみるのが妥当であろう．

これとは異なり，更に大きな細胞の 2分の 1乃至数

分の 1を占める封入体をみるが，楕円形乃至円形で，

1層時には 2層の限界膜を有している．内部lζは小液

胞状の小胞体構造を示すもの，層状の組面小胞体，或

は糸粒｛本様構造を含んでいる．堀江は類似する核を含

んだ封入体を観察し，これを巨細胞による基質細胞の

貧喰像としている．しかし，著者の観察では，特に内

部構造lζ変性が強いものとは恩われず，基質細胞の他

の部分の変化も少ないので封入体或は貧喰物とも断定

し難い．

(e) 変性細胞（図12a) 

基質細胞，巨細胞共l乙細胞質，核lζ変化があり，細

胞質中lζ小円形の小胞体が膨化しており，細胞質が疎

な印象をうける．又，核膜，糸粒体lζも同様な変化が

みられる． ζれらの細胞は周囲に普通の細胞がみられ

ることより，組織処理上の影響とは考えられず，とれ

は変性細胞と思われる．しかし，頼粒物質，リポイド

などは全くみられなかった．

(4) 骨芽系細胞（図11b) 

Robinson及び Cameron(1964）によれば，骨芽細

胞は偏在する核と好塩基性の細胞fi，複雑な粗面小胞

体の発達及び juxtanucl回 rの部分の小胞の存在を特徴

としており，この小胞｛本は他の線維芽系の細胞におけ

るよりも著しく発達していると述べている．著者が観
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察した巨細胞腫中にも，細胞周囲l乙線維成分を伴うと

否とにかかわらず，粗面小胞体が著明lζ発達した細胞

がみられる．線維化部分又は腫療の周辺部にはみられ

ず，腫場中心部にこの細胞がみられるので骨芽系細胞

と考えられる．しかし，類骨組織との関連，細胞間質

の線維成分との関連は明らかでない．著者が観察した

骨肉腫にみられる腫蕩細胞と極めて類似しているの

で，光顕的にみた場合，巨細胞腫には細胞の疎な例と

細胞成分の多い例がある事と関連して考えると，線維

芽系腫場と骨芽系腫場との中聞に位置する腫蕩とも考

えられる．

15) 線維芽細胞，細胞内線維成分（図10)

腫場組織中，麗場細胞の変性が見られる部分，細胞

外線維成分の多くみられる部分，又，腫楊細胞が疎に

なった場所では，線維芽細胞と思われる細胞がみられ

る．最後の場合毛細血管及び梢大きい細血管が発達し

てみられる．この部分は腫場周辺部で線維化の起りか

けている所と思われる．

線維芽細胞は細胞膜からいくつかの突起をだしてお

り，小胞体は筏めてよく発達している．粗面小胞休は

世状，得状であるが，拡大した小護部内に濃縮物質を

多数含む場合もみられる．しかし細胞質内で謬原線維

の前駆物質と覚しきものは確認できないが，線維とは

密接な関係を有している．糸粒体は小型乃至中等度の

大きさで，殆んど短い Cristaeを有しており膨化状態

を示している．

乙の線維芽細胞に混じて頼粒物質を多く含んでいる

組織球が存在する．小胞休は小胞状を呈し，線維芽細

胞のような粗而小胞体は殆んどみられない．穎粒の他

lζ貧峻物質と！忍われるものを含み， ミエリン犠構造を

示すものもある．

一方，一部の症例では，鍾場組織の中心部lζ於て基

質細胞の細胞質lζ部分的に細線維構造がみられる．他

の細胞締造が別の細胞と違っていないので基質細胞と

考えられるが， この腫湯例では細胞外線維成分が多

く，明らかな線維芽細胞のみられない事から基質細胞

の線維形成能を示していると恩われる．

16) 毛細血行，血液腔（図lI a ) 

従来，光学顕微鏡で骨巨細胞腫を観察した場合，細

胞間隙lζ多数の赤血球がみられる．これを血液腔と名

付け腫磁細胞の間隙を赤血球その他の血液成分が流通

しているとの考え方が多かったようである．しかし包

子顕微鋭の導入によって，乙の一見血管墜を有してな

いと思われた血液腔も周囲lζ内皮細胞を有する毛細血

管の内腔であることが明らかになっている．著者が観

察した場合，赤血球の周囲には l乃至数個の内皮細胞

がみられ，細胞突起の聞に特有な接合部を示して管腔

内lζ小突起を有している．更に少し大きな血管では，

基底膜の外側，或は基底膜lζ包まれて外皮細胞と思わ

れる細長い細胞が付随しており，明らかな血管構造を

示している．

腫場細胞が疎で赤血球の充満している部分では内皮

細胞を認めにくい場合がある．しかし精細に観察すれ

ば内皮細胞様の細胞がみられ，突起を有して，一部分

で関大し破壊された像を呈している． ζれは毛細血管

の破碇であろう．

石渡ののべているように，基質細胞及び巨細胞の間

隙lζ赤血球が入り，直接腫蕩細胞に接しているとしか

思えない部分もあるので，電顕的にみても血液腔の存

在は否定できない．

腫場内部で数個の内皮細胞に取囲まれた血管を屡身

みるが，内股は比較的平滑な円形乃至楕円形を示して

いるのに対して，腫場細胞に面する部分は突出し梅鉢

状を示している．この内皮細胞を線維化部のそれと比

較すると細胞内成分も発達し細胞活性が高いと思われ

る．石渡の幼弱細胞はこれを指しているのではないだ

ろうか．内皮細胞の外側は腫場細胞と入組んで内皮細

胞突出部が基質細胞に爽まれている場合もあるので光

顕的には管腔しか認められない場合もあると思われ

る．

17) 細胞間質について（図10)

Fibroma, Fibrous Dysplasia lζ近い性格を持った骨巨

細胞腫では細胞間質lζ明瞭な謬原線維を認めるのは当

然であるが，典型的な骨巨細胞腫では，乙の点lζ関し

て3種類の構造がみられた．①細胞間質は殆んど線維

構造を示さず，細胞相互の聞に有形物を含んでいない

ようにみえるもの．②細胞間質は明らかな周期構造を

有する謬原線維がみられ，これが基質細胞を境界して

いるもの．③細胞間質は無構造の梢電子密度の高い物

質又は細線維様構造を示し，網目状lζ基質細胞を取囲

んでいるもの．このように細胞間質が異なった性格を

有すことは基質細胞による線維産生能及び線維の性格

の差異のある乙とを示している．③の細l線維様の構造

lζは，抗癌剤使用後lζ，幾分の変化がみられた．

3 動脈内挿管法による抗癌剤投与後の組織像

我々は数年来，動脈内挿管によって抗癌剤投与を骨

腫場lζ対して行なっているが，光顕的にみた場合，細

胞の広汎な変性，一部の無構造化がみられる．又，殆
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んど変化のみられない部分でも電顕的に観察した場合

若干の特異的な変化が認められた．

Ill 巨細胞の変化（図13,14) 

抗癌剤注入後巨細胞にみられた変化で最も著明なも

のは，細胞質内にみられるリポイド様物質の出現と紐

状のよく発達した粗面小胞体の出現である．糸粒体，

コリレジ氏体，細胞核などには著明な変化はみられなか

った．
組面小胞体の変化は部分的にみられるものや細胞質

全体にみられるものなど種々の段階があるが，紐状粗

面小胞体は細胞質内で atrandom lとみられる．これは

短いものから，長く折れ曲っているもの， annulatela-

mellae様の構造を示すものなどがある．とれらの変化

は変性というよりも，むしろ肝，勝の変性実験にみら

れる再生現象の際の粗商小胞体の変化lζ類似するもの

である．抗癌剤使用前の巨細胞では，粗面小胞｛本は未

発達であり，小嚢状，小胞状類円形を呈している． ζ

のように再生現象lζ近いと ζろから抵抗性の点につい

ても考慮が必要である．

リポイド様物質も同僚に抗癌剤使用前では殆んど細

胞質にみられず，使用後lζ出現している．その形態は

基質細胞のリポイドと類似した形を示している．

核ICは変化はみられず，糸粒体は若干の濃縮傾向を

みたものがあるが著明ではない．小胞状の小胞休は抗

癌剤投与後も細胞質にみられる．コツレジ氏体はむしろ

投与後の方が発達しているようである．

121 基質細胞の変化（図15)

頼粒物質もしくはリポイドを多量lζ含有する細胞が

比較的多数lζ認められる．頼粒物質即ち lysosome,mi-

crobodyと思われるものは抗癌剤使用前の細胞でも多

少はみられるが使用後には細胞数及び細胞質の量の噌

加が明らかに認められる．又， リポイドも多数みられ

大型化し核の数分の 1Iζ達するものもある．

巨細胞におけると同様に，紐状の粗面小胞体のみら

れる細胞もあるが，全般に著明な変化はみられない．

細胞間質では無構造或は細線維織を呈していた間質

の線維が太く短い修原線維としてみられるのが特徴で

ある（図14b ). 

IV 考按

1 文献的考察

良性巨細胞腫lζ 関する電顕的観察は Miller 及び

Monteleon (1957）によって最初になされたようであ

るが，彼はζの多核巨細胞を糸粒体及び小胞休の発達

による呼吸系，蛋白合成系機能を高度lζ有する細胞と

考えた．これを腫鎖性と考えるより も反応性産物を考

えるのが妥当であり， 異物巨細胞及び、溶骨性骨肉腫の

巨細胞と対比して研究を行なっている．

本邦においては，第32回整形外科学会総会での広田

ら，前山ら，王の発表が最初のようである．

藤本 (1960）は器質細胞を円形細胞と紡錘形細胞に

わかち，前者はオスミウム頼粒を，後者は発達した総

面小胞体を特徴とするとのべている．巨細胞について

は多数の定型的ミトコンドリア，空胞，突起などを有

． する反応性活動的細胞であるが，貧喰作用は行なって

いないとのべている．又，紡錘形細胞の粗面小胞件類

似の構造が巨細胞内lζ局在する乙とから，紡錘形細胞

の接合，癒合によって巨細胞が形成されると推論して

いる．

Hirota (1960）は巨細胞に Palade頼粒及び糸粒体

の豊富に存在することから，細胞活性の非常に高いζ

とを指摘しており，基質細胞とは細胞突起により密接

lζ関連するが，細胞嶋造の異なる乙とから老化基質細

胞の癒合による巨細胞の形成という Geshickter及び

Copelandの説IC反対している．

堀江（1961）は，良性巨細胞腫では，巨細胞に組織

球起源を思わせる像があり， F型基質細胞（線維芽細

胞類似）， H型基質細胞 （組織球類似） Iとわけ，腫楊

の発生は両細胞への分化能を有する骨髄間葉系細胞で

あろうとしている．

石渡 (1961)は基質細胞をI型（幼弱細胞）， E型

（中間型）， ］［型（成熟細胞）にわかち，巨細胞と基質

細胞との構造の類似性を論じており，腫療の由来を骨

細胞説にとっている．

上野 (1964）は巨細胞と基質細胞の類似する点及び

巨細胞に核分裂像のみられない点から基質細胞の癒合

による巨細胞形成を想定している．しかし細胞構造よ

り基質細胞を分類することは困難であるとのべてい

る．

岩下 (1965）は1ま質細胞をI型及び且型lζわけ骨端

部を侵す乙とより考えて， 又， 破骨細胞の・ruffled

border" Iζ類似する附泣をもち， Changのいうよう

に，乙れらは単骸破骨細胞に由オとする細胞であり，巨

細胞腫場の本態或は悪性度と関連するのではないかと

考えている．又，この五型細胞と巨細胞の聞に細胞膜

消失及び細胞質精進の類似性のある乙とから両細胞の

接合像であるとして， E型細胞相互の融合， E型細胞

乙巨細胞の接合，融合を強く般論している．
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以上，骨巨細胞腫の電顕的研究を総括すると，いず

れも骨組織由来の腫湯であり，巨細胞を破骨細胞と対

比しており，その関連において基質細胞の接合，癒合

により巨細胞が形成されると考えている者が多い．

次lζ正常破骨細胞に関する文献をみると， Scott及

び P朗自 (1956）は子猫の骨端部で骨吸収の起ってい

る場所l乙破骨細胞が存在し，骨lζ対応する部分は無数

の錯雑した infoI dingを形成しており．とれを Kolliker

の“ brush borde r”に匹敵するものとして’ ruffled

border”と名付けた．この infoldingは腎細管のもの

とよく似ているが秩序性がなく，むしろ Palade によ

り組織球にみられた foldedmembrane lζ相当するもの

とのべている．乙の foldingの基部には多数の空胞群

及び酵素形成の役割を担う糸粒体のある乙とから，こ

れらの channelJを通じて謬原溶解物質が分泌されて骨

吸収作用がおきるとのべている．

Cameron及び Robinson (1958）は骨吸収部にみら

れる細胞を破骨細胞と考え，その特徴としてvacuolated

cellであること，細胞質内＇（結晶形の鉱物質がみられ

るとのべている．

Gonzales及び Karnovsky( 1961）は骨折治癒におけ

る観察を行なった．骨l乙接触する破骨細胞を3つの部

分にわけで，その接触部分では Scottのいう“ruffled

border”を認めたが，これは骨接触部にのみみられた．

他の部分の平滑な細胞膜面では骨吸収は行なわれず，

細胞深部の空胞の中にも頼粒物質がみられるとした．

そして骨吸収機転は機械作用ではなく謬原を有する何

らかの物質の分泌による化学作用によっておこるもの

とのべている．

Dudley (1961）は polyostotic fibrous dysplasiaの

biopsy及びレグホンの新生骨の観察を行なった．彼は

破惜細胞を骨表面の接触部＇（ 2つの patternを考え，

第 1の patternでは破骨細胞は Howship宵の凹面部

にあり， 無数の細胞突起を有している． との in-

vaginationは空胞状を呈する部分もあるが，連続切片

で観察すると，細胞外間隙と連絡している． 第2の

patternでは比較的平滑な細胞膜が骨lζ 対応して平行

して存在し，細胞突起を殆んど持たず骨吸収作用も殆

んど起っていない．又，破骨細胞は骨芽細胞→骨細胞

の系列とは構造上明らかに異なっており，もっと未分

化の precur回 rが考えられる．

Hancox及び Boothroyoid(1961）は家鶏破骨細胞に

ついて培養細胞の映画撮影及び・，i;t顕的観察を行なって

いる．破骨細胞は波状膜を有し，強力な pi口出ytotic;

activityがみられ，種々の大きさの空胞が多数にある．

又，とれよりも小さい空胞が運動時lとみられ，電顕的

の空胞と一致するものとのべている．沼顕的l乙骨接触

部では侵触部は受血状を呈し，辺縁部では侵蝕は少な

~ 入“ruffledborder”は無数の細胞質突起と鍛壁から

なる複雑な形をとり強い pinocytoticactivityを示して

いる．乙の avianosteoclast lζは非常に多くの空胞が

みられるが，種属による差異であろうとのべている．

組織培養による研究で， Morton(1956）は骨巨細胞

腫の培養で基質細胞の融合によって巨細胞の形成され． るのを観察しているが精細にはのべていない．

阿部 (1962）は巨細胞腫の培養により単核細胞の合

胞体と思われる多核巨細胞を観察中，壊死lζ陥入る直

前lζ単核細胞を遊雌するのを認めているが，巨細胞の

vitality については否定的な考えである．

太田 (1962）は培養中に巨細胞の増殖はみられず，

細胞変性が起るのを観察しているが，紡錘形細胞から

の巨細胞形成については観察していない．しかし染色

標本で屡々巨細胞に遭遇する乙とから紡錘形細胞から

巨細胞形成の可能性を示墜している．

Schajowicz (1961）は 4例の骨巨細胞腫の観察によ

り線維芽細胞系の単核細胞の amitotic division或は

nuclear segmentation等の分裂による巨細胞形成を観察

している．又，巨細胞と破骨細胞の組織化学的類似性

により破骨細胞の neoplasticdeviationであると考え

osteoclastomaなる名称を与えた．

一方，放射性同位元素による研究＇（於ても， Fish-

man及び Hay (1962〕はイモリ再生肢で破骨細胞は

単核白血球（恐らく単球）の融合により生ずるとし，

Young (1962）は骨芽細胞及び破骨細胞は同一起源の

細胞（osteoprogeni tor cell）から発したもので機能的要

請によって異なる形態をとるのであるとのべている．

Tonna (1960）は骨端線で骨芽細胞位の大きさの単核

巨細胞を観察し， 'fl'］＇膜部でも破骨細胞類似の細胞を多

数観察した結果， 'f't芽細胞の数は破骨細胞数の増加と

共に減少し，骨芽細胞にみられる老化現象は破骨細胞

にはみられないとのべている．

Ham (1959）は異物巨細胞について＇ ill顕的研究を行

ない．貧喰細胞の原形質突起が互いに接合，癒合して

巨細胞が形成されることを証明し，この細胞の食喰作

用については，巨細胞を形成する母細胞が貧喰作用を

有していても，巨細胞I~身が著るしい活動的貧I喰作用

をもってはいない，巨細胞は何らかの原因によって生

じた反応性細胞と考えている．
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ー般！:l癌細胞が異常分裂の結果，単核或は多綾の巨

細胞を形成し，体内因子lとより抑制される場合もある

が，培養した場合とれらの巨細胞は分裂能力が少な

し多くは変性に陥入るという．一方p Lepine (1959) 

の観察では．培養細胞がウィルスlとより巨大な多核細

胞を形成し， HVJウィルスによる Ehrlich腹水癌細

胞が巨細胞融合lζ より形成したという報告もある

(Okada, J 962). 

2考按

11) 巨細胞について

巨細胞の起源及びその機能に関しては古来議論のあ

る所であるが，今回の観察の中，多核巨細胞の糸粒体

及び ribornmeの豊富な乙と及び細胞辺縁部特lζ細胞

突起部lとみられる小胞群について考察を加え，巨細胞

と基質細胞の関係についてのべる．

細胞突起部にみられる空胞群につ いて Hancox

(1961)は培養細胞の映画撮影により，破骨細胞の移

動時IC細胞膜は波状膜（undulatingmembrane）となり

著明な pinocytoticactivityを示し大きな空胞が形成さ

れ，細胞内部lζ運ばれる．又，尖端部ではζれよりも

小さい vesicle様のものが無数にみられ電顕的な空胞

IC一致するとのべている．彼の観察した巨細胞は家鶏

破骨細胞であり，非常に空胞に富む細胞であるが，

Scott及び Pease (1956), Cameron 及び Robinson

(1958), Gonzales及び Karnovsky (1961〕， Dudley及

びSpiro(1961）等の観察した ＂ruff!ed border”と空

飽部分の記載からして事実の様である．電顕的にみら

れるとれらの空胞群は映画観察による動態の変化を考

慮すると破骨細胞の貧喰機能を示すもので，糸粒体，

小胞体の発達と共lζ破骨細胞の細胞活性の高いことを

示すものであろう．

著者が観察した多核巨細胞の細胞突起部lとみられる

ζれらの空胞群の存在は，破骨細胞と同様に突起部で

のpinocytoticactivityの高い事を示していると思われ

る．又，突起部以外でも，基質細胞との接触部， 基質

細胞を取阻む部分lζ空胞群がみられるが，その他の遊

艇縁では microvilliも少なく，細胞膜も平滑で空胞の

数は少ない．この接触部分で巨細胞は基質細胞に対し

て何らかの影響を及ぼしていると考えられる．破骨細

胞の破骨能については aciddecalcification によるとし

てKiilliker以来破骨細胞の酸産生能がいわれている．

しかし，巨細胞については貧喰作用の直接的証明はな

しとの分泌作用についても細胞構造上の特異性は見

出されていない

現在までの数人の研究者の観察では，巨細胞の辺縁

部で属平な或は小型の粗面小胞体の発達がみられると

のべているが， 乙の粗面小胞体は membranesystem 

lζribosomeが付随しているもので蛋白合成及びその

産生物質の運搬に関係ありとされているものである．

ζの組面小胞体が直接に細胞機能上貧喰現象に関与す

るとは考え難い． Phagocytosis乃至 Pinocytosisとい

う現象は細胞外の物質を細胞内lζ取込み，限界膜によ

ってつつむのが普通である．

巨細胞の特徴として多数の小型糸粒体の在存が挙げ

られるが，近位尿細管で再吸収の盛んに行なわれてい

る部分の細胞では多数の vesicle及び granuleの存在

と共に糸粒体が多数にみられ，物質運搬に高エネルギ

ーが必要な事を示している．又，胃腸管系の吸収の場

でも同様な構造がみられる．一方，勝その他の分泌機

能を有する細胞では，小胞体，コソレジ氏体の発達は顕

著であるが，糸粒体の数は余り多くない．との様lζ著

明な吸収能を有し高エネルギーを必要とする細胞に多

数の糸粒体がみられる事から，巨細胞でも吸収能，貧

喰能を有するとは断定出来ないが，基質細胞と比べて

著明なエネルギーを有しており，代謝が活発である事

を意味していると思われる．又，破骨細胞の観察でも

骨部lζ面した‘ruffledborder”の基部l乙多数の糸粒体

がみられ，反対側では余り多くない事から，骨吸収lζ

必要なエネルギー及び分泌機能lと要するエネルギーを

糸粒体が提供していると考えると，巨細胞の場合でも

吸収能力が活発である事を推定出来るのではないだろ

うか.Monteleone及び Miller(1957）によれば，巨細

胞の糸粒体lζは膨化がみられるとのべているが，乙れ

を駆血帯の影響による人工産物とみている．しかし著

者は他の研究者と同様に糸粒体の膨化は余り認めなか

った．糸粒体の変性過程として膨化とは逆の濃縮傾向

もあるとされているがとの傾向も認め難い．糸粒体の

膨化傾向は基質細胞では屡々認められる事からも，巨

細胞は活発なエネルギー活動を行なっているものと考

えられる．

巨細胞の由来IC:関しては光顕的［ζも種々の議論のあ

る所であるが， m子顕微鏡の導入によっても未だζの

問題は解明されていない. Geschickter及び Copeland

(1949）によれば巨細胞は老化基質細胞の agglutination

lζよって形成され， Schajowicz(1961）によると，紡

錘形細胞の amitoticdivision或は nuclearsegmentation 

により形成されるという．正常細胞で骨髄巨核球や

Sternberg-Reed細胞の様な多倍体細胞と Langhans巨
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細胞及び異物巨細胞のように細胞融合によって生ずる

細胞の 2種があるとされている．しかし癌細胞の多倍

体細胞の場合，細胞活性は低く， Hamの異物巨細胞

の観察でも貧喰細胞の方が細胞活性が高く巨細胞は貧

喰能力を有していないという．骨巨細胞腫における巨

細胞では，細胞構造上は基質細胞よりも細胞活性が高

いと考えざるをえないので，老化基質細胞の融合によ

り生じたとは考え難い．又，基質細胞と巨細胞の関

係，即ち，細胞膜の消失及び細胞相互の類似性から細

胞融合の直接的証拠としているものもあるが，この点

でも問機な所見は観察できず，乙の両者の聞には細胞

膜の消失はないものと考える．即ち，著者は融合説の

直接的証明をうることができなかった.Schajowiczが

いう様lζ，巨細胞の起原を破骨細胞に求めると巨細胞

と基質細胞の細胞起原は別の細胞より生じるというと

とになるが，前記の様IC:老化による融合でないとする

ならば，多核細胞は基質細胞の amitoticdivision lζよ

って生じ，したがってその活性も高く維持されている

と考えられる．破付細胞の起原についても， ζれを骨

芽細胞の融合によるとするもの，骨芽細胞，破骨細胞

は機能相による相違であるとみるもの，単球など他の

場所から骨端部lζ運ばれて融合して巨細胞を形成する

という者など種身である．しかし電鎖的にみた場合，

Dudley (1961）のいう様に，骨芽細胞→骨細胞の系列

と破骨細胞とは細『ぽ荷造上異なったものであり，骨芽

細胞の融合lζより破骨細胞を生じるという説では納得

し難しもし関連づけるとすればもっと未分化の pre-

cur田 rを考える必要ががある.Young (1962）も同位

元素を用いて osteoprogenitorcell の存在を認めてい

る．これらの場合を考えると骨巨細胞腫でも，器質細

胞と巨細胞は各々起源を別にしており，基質細胞の線

維形成能，骨形成能は骨芽細胞系lζ，巨細胞の骨吸収

能，食I喰詑は破骨細胞と比較することができる．

次lζ巨細胞の形成lζ関する融合説についての著者の

見解について述べよう．著者の研究では，基質細胞の

中に桜々大型の細胞がみられ，核も大きく巨細胞に類

似するもの，明らかに 2核と思われる細胞を観察して

いる．これらの細胞の細胞質は組面小胞体が発達し，

糸粒体も膨化傾向にある．又，細胞質内IC:細線維隊構

造が認められる．この細胞は細胞構造上巨細胞と異な

っている． ζれらの細胞は従来の説のように，細胞老

化に伴う巨細胞化，又は融合による多核化であるかも

しれない．

」；盟fは巨細胞IC:核分裂がみられないζとより，J;l;＇［空

細胞により巨細胞が生じると考えているが，核分裂像

はむ顕的観察では遭遇しにくく，基質細胞でも極めて

少数例にしか観察できない．

以上を小揺すると，骨巨細胞腫の巨細胞は小褒状の

滑函小胞体と多数の小型糸粒休の存在を特徴とし，高

エネルギーを有する細胞と考えられる．基質細胞との

聞には直接的な接触はなく融合説を肯定する証拠はみ

られなかった．基質細胞との構造上の相違及び破骨細

胞との類似性から巨細胞は破骨細胞由来のもので，骨

芽細胞←基質細胞→線維芽細胞の系列と，破骨細胞→

多核巨細胞の2系列与を考えたい．又，多核巨細胞は未

熟中葉性細胞の amitoticdivision によって形成される

と考えたい．

以上のことからして，本腫楊の histogenesisを一元

的lζ考える ζとができる．即ち，本腫場は未熟の中経葉

性細胞に起源を持つ腫湯であり，それが内臓する plu-

ripotential によって，その発育の程に於て，破骨細胞

性の巨細胞と 未熟の間質細胞を形成し，後者は，更

に，骨芽細胞を経て類骨組織，或は線維芽細胞を経て

線維細胞を形成するものと考える ζとができる．

(2) 基質細胞について

骨巨細胞腫を光顕的にみた場合，多核巨細胞の他

l乙，紡錘形細胞及び円形細胞より構成されており，一

般に毛細血管に富む組織像を呈する．その他，嚢胞形

成，出血巣及び泡沫細胞がみられ，又，類骨形成が少

なからず認められる．乙れらの腫湯細胞の像より基質

細胞の性質について考えると，①骨肉腫細胞及び線維

芽細胞にみられる線維形成能，②肉麗細胞，骨芽細胞

にみられる類骨形成能，③多核巨細胞，破骨細胞，組

織球lζ類似した 貧喰機能を有しているように思われ

る．乙れらの中で線維形成能，類骨形成能は結合繊由

来のものであり，貧喰機能は血液細胞由来のものと考

えることができる．

骨巨細胞騒を電顕的IC:観察した場合，光顕の場合と

は別の意味での線維化部分では，組面小胞体の発達し

た紡錘形の細胞と細胞内lζ頼粒が発達し，小胞休の少

ない細胞の2碕類の細胞がみられるが， ζれらは恐ら

く腫場細胞ではなく線維芽細胞及び組織球ではないか

と考えられる．線維化部以外のと乙ろで腫場細胞の集

団を観察した場合，粗面小胞休及び頼粒の多いものと

少ないもの，又，大小屋々の細胞がみられる． ζれら

の細胞の線維形成能については確実な乙とはわからな

い．細胞間質についても線維部分の少ないもの，明ら

かな周期構造をもっ鯵原線維が著明IC:認められるもの
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がある．又，殆んど無構造で，電子密度の低い間質を

示すものがあるが，乙の症例は，抗癌剤使用後lζ太い

~原線維構造を示す事を明らかにした．乙れらのこと

から腫鎖倒身又は腫場細胞個々によって線維形成能lζ

差異があるに考えられる．

ー方，粗面小胞体については，幼弱細胞から成熟細

胞に至るまで種々の発達を示している．頼粒，ゴノレヅ

氏体の発達iζも種々の段階がみられる． ζの小胞体の

発達及び性格を考えてみると，線維芽細胞，骨芽細胞

に近縁の性格を有する細胞が見られる．電顕的l乙類骨

組織を観察する乙とはできなかったが，骨芽細胞に類

する小胞体をもっ細胞は随所にみるζとができたの

で，骨巨細胞腫の基質細胞は線維芽細胞の性質をもつ

もの，骨芽細胞の性質をもっ細胞があり，悪性化した

場合線維肉騒，骨形成的骨肉腫lζ発展する性質をもっ

たpluripotentの性格の腫蕩細胞ということができる．

細胞にみられる好オスミウム頼粒は microbody,ly-

曲目me,myeloid恥dy等の貧喰類粒，分泌頼粒と考え

られる頼粒がみられる．コ勺レツ氏体のよく発達した細

胞では多数の microbodyがみられ，成熟細胞でもこの

頼粒がみられるζとから分泌機能とも関連があると思

われる．一方，抗癌剤使用後の基質細胞では， lipoid

の増加と共IC:, phagosome, lysosomeと思われる複雑

な形をした好オス Eウム頼粒のみられる乙とから， ζ

の細胞形態は変性の段階にあるが，又，尚貧喰機能を

もっているζとを示しているものと考えられる．

以上基質細胞の性格は複雑であり，骨芽系，線維芽

系の方向へ pluripotentの性格をもち， 若干の貧峻機

能をも有している腫蕩細胞であると考えられる．

131 抗癌剤の影響について

抗癌剤を動脈内挿管法によって投与した場合，細胞

のレベルでの変化としては，巨細胞にみられる脂質頼

粒の出現及ひ・2志賀細胞の脂質頼粒の増加，巨細胞の細

胞質での粗商小胞体の変化及び細胞間質での謬原線維

の粗大化がみられる．

線維芽細胞の培養の際，退行性変性の場合lζ リン脂

質樹立がみられるが（Mizuno1960，乙れは脂質遊離

即ち正常時lζは脂質相は蛋白相と平衡関係をもち，脂

質は潜在性脂質の形をしており出現しないが，何らか

の原因によってとの平衡がくずれると顕在性脂質とし

て出現するといわれている．よって巨細胞での脂質の

出現と基質細胞での脂質の増加は抗癌剤によって平衡

関係のくずれたζとの表現であって変性過程の 1っと

考えて差支えないであろう．

一方，粗面小胞体の変化は変性と考えるのは少しく

矛盾している．何故なら細胞変性の場合の小胞体の変

化は破壊されパラパラになったり，断裂を生じてく

る． 4万，小胞休は再生の場合，又，分裂時の核膜出

現の場合などに核膜から嚢状lζ長くのびて小胞体IC連

絡する像がよく示されている． ζれは特lζ勝細胞にみ

られる所見であるが，線維芽細胞でも培養時には小胞

体の著しい伸展がみられる（木本， 1965). しかし小

胞体の再生現象については現在尚明らかではない．し

かし巨細胞に紐状粗面小胞体が出現している事は粗面

小胞体及びリボゾームの蛋白合成能より細胞の活性も

しくは反応性の十分にある事を意味するのではなかろ

うか．

以上抗癌剤使用後の細胞の変化は矛盾を示しており

今後の追求が必要である．

V 結 語

昭和39年 4月より昭和41年9月まで京都大学整形外

科及び関聯病院に於てえた10例の骨巨細胞腫の電子顕

微鏡的観察を行なった結果，次の結論を得た．

(1) 巨細胞は著しく 発達した小型糸粒体及び小胞状

小胞体をもった細胞であり，活性の高い細胞である．

(2) 基質細胞は未分化の幼弱細胞，成熟細胞の他に

種々の細胞内構造を有する細胞があり，複雑な形態を

とるのが多く一元的に分類するのは困難である．

(3) 巨細胞と基質細胞との関連は明確ではなし基

質細胞の融合によって巨細胞が形成されるという融合

説を肯定する所見は得られなかった．巨細胞の多核性

は未熟中座業細胞の amitoticdivision によるものと思

われる．

(4) 骨巨細胞腫は，破骨細胞→巨細胞系及び骨芽細

胞←基質細胞→線維芽細胞系の 2系列の細胞から成っ

ていると考えられる．即ち，基質細胞には骨芽細胞の

性質をもったものと，線維細胞の性質をもったものが

あり，乙れが悪性化した場合，線維肉腫或は骨形成的

骨肉腫lζ発展する可能性がある．乙のζとは又，臨床

例lζ於ても実証されている乙とである．

(5) 上記のζとから本腫湯の histogenesisを一元的

lζ考える ζとができる．即ち，本腫療は未熟の中眠薬

性細胞に起原を持つ腫場であり，それが内臓する plu-

ripotential によって，その発育の課程に於て，破骨細

胞性の巨細胞と未熟の基質細胞を形成し，後者は，更

に，骨芽細胞を経て類骨組織，或は線維芽細胞を経て

線維細胞を形成するものと考える ζとができる．
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(6) 抗癌剤作用による巨細胞及び基質細胞の特異的

な変化について観察した．

補を終るに臨み，御指導，御校閲の労を賜った恩師

伊藤鉄夫教授に衷心より感謝の意を捧げると共に，本

研究に終始御指導，御鞭達を頂いた赤星重量彦助教授に

深甚の謝意を表する．
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付図説明

図1 多核巨細胞： a),b）共に巨細胞の部分像であり小円形，小樗状の小型糸粒体と，小円形の小胞体が多数認

められる．

図2 多核巨細胞・巨細胞辺縁部にみられる空胞の集団像を示している．

図3 多核巨細胞： a）は図2よりも大きな空胞が細胞辺縁部にあり，基質細胞を包含する像であるが，両者の

細胞構造lζ著明な差が認められる． b）は巨細胞と基質細胞の細胞接触部を示したもので明瞭な細胞境界

を示している．

図4 幼弱基質細胞の2種類を示す．細胞内器官は少ない．核は円形で細胞中心部にある．細胞辺縁部lζpino・

cytotic v田icl白（→）がみられる．

図5 a）成熟基質細胞：核は細胞内l乙大きな位置を占め，粗面小胞体も発達し，若干の膨化を呈した大型の糸

粒体がみられる. b）ゴルジ氏体が明瞭にみられ，右図では microbodyがみられる．

図6 a）は線維芽細胞に類似する基質細胞を示す．粗面小胞体が発達し，膨化した糸粒体がみられる. b）は

奉賀細胞における小胞体の発達の 3形態を示したものである．

図7 基質細胞：組面小胞体が著明lζ発達している細胞（ a）及び好オスミウム頼粒とゴルフ氏体が発達してい

る細胞（b). 

図8 基質細胞：リポイド及び好オスミウム頼粒を多数包含する細胞（ a）と，細胞質内封入体（ b ). 

図9 基質細胞：細胞分裂像（ ii），巨大リポイド（b ). 

図10 基質細胞：細胞閲線維構造を示し，細線維状乃至無構造である．

図11 毛細血管像：（ a) (b）左は粗面小胞体が発達した骨芽細胞類似の細胞． b）右は同上細胞内の好オス

Eウム額粒の l型を示す．

図12 a）変性した基質細胞：膨化した小胞体と地図状の形態を示す核を有する細胞. b）左は線維芽細胞の閥

にみられた細胞突起のからみあい. b）右は紐状粗面小胞体及び lysosome類似の頼粒．
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図13 動脈内挿管法による抗癌剤投与後の巨細胞： a）はリポイドの増加のみで余り変化はみられないが， b)

は糸粒体とは異なる小胞状の v田icleが多数みられ，紐状の粗面小胞体が若干みられる．

図14 抗癌剤投与後の巨細胞： a). b）共lζ図13よりも更に紐状粗面小胞体の増加がみられる． b）の細胞間

質では謬原線維の組大化がみられる．

図15 抗癌剤投与後の基質細胞の変化：巨細胞に比して少ないが，同じく粗面小胞体の柵状配列がみられる．

略号説明

Cf: I謬原原線維

E：内皮細胞

ER：小胞体

G：ゴルジ氏体

lb：封入体

GC：多核巨細胞

L：リポイド

Ly: Ly田some

Gr：好オスミウム頼粒

M：糸粒体

Mb: microb吋y

Mv : multivesicular body 

N：核

NL：核小体

P：細胞質突起

St：基質細胞

V：小笠飽
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図 2
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図 3
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